依　存　症　対　策　グ　ル　ー　プ


概　況

ギャンブル等依存症の本人等が生活を円滑に営むことができるよう、普及啓発や相談・治療・回復支援体制の強化、大阪独自の支援体制の推進などギャンブル等依存症対策を総合的かつ計画的に推進した。


１　依存症対策強化事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予　算　額　１２２，０７１千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　決　算　額　１０５，７６７千円

令和５年３月に策定した「第２期大阪府ギャンブル等依存症対策推進計画」に基づき、「普及啓発の強化」「相談支援体制の強化」「治療体制の強化」「切れ目のない回復支援体制の強化」「大阪独自の支援体制の推進」「調査・分析の推進」「人材の養成」の７つの基本方針に沿って、総合的かつ計画的に対策を推進した。
また、相談・支援拠点「依存症総合支援センター」と治療・研究拠点「依存症治療・研
究センター」が連携した依存症対策の総合拠点「ＯＡＴＩＳ（オーティス）」を中心に、アルコール・薬物・ギャンブル等といった依存症の予防から相談、治療、回復までの切れ目のない支援を行った。
　さらに、「大阪・夢洲地区特定複合観光施設区域の整備に関する計画」及び「第２期大阪府ギャンブル等依存症対策推進計画」における「（仮称）大阪依存症センター」の機能について、取りまとめを行った。


２　ギャンブル等依存症対策基金事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予　算　額　　１１，８７６千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　決　算　額　　　２，２６１千円

　　「ギャンブル等依存症対策基金」の寄附を募るため、さらなる広報展開を実施。寄附者への感謝状贈呈式を行った。
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